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大学名等

教育プログラム・
コース名

対象職種・分野

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

がんに関する専門
資格との連携

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

修了者の進路・
キャリアパス

受入開始時期

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 計

2 2 2 2 2 10

受入目標人数設定
の考え方・根拠

令和6年4月

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学す
る人数を記載。
※新規に設置したコースに限
る。

過去の大学院志願者数及び入学ﾆｰｽﾞから毎年度2人の志願者が見込まれるため、
受入れ目標人数を10人と設定。

・必修科目24単位、選択科目6単位以上、計30単位以上を履修する。
・担当教員と実地修練の担当者による論文指導を受けた上で、教授会が行う論文
審査に合格する。

・必修科目:新規がん治療特論(2単位)、先端基礎医学特論(2単位)、分子生物学ｾ
ﾐﾅｰA(6単位)、分子生物学ｾﾐﾅｰB(6単位)、分子生物学実習(8単位)
・選択科目:蛋白質研究法(2単位)ほか 3科目(6単位)以上
・人を対象とする臨床研究は、参加施設の生命倫理委員会の承認を得た後に、関
連するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに則り進める。公正研究・生命倫理・情報ｾｷｭﾘﾃｨ・利益相反に関
する講義の受講を必須とする。

直接関連する資格はない

・医学専攻でこれまで実施してきた先端基礎医学特論(基礎医学,公衆衛生,遺伝
学の最新知見を網羅した必須科目)の内容を大幅に見直し、がんに関連する基礎
医学研究の分野を強化して新たに新規がん治療特論を設ける。
・「光技術の医学応用とｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ」及び「産学官連携によるものづくり」といっ
た本学の特色を最大限に活かし、光尖端医学教育研究ｾﾝﾀｰ、国際ﾏｽｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｾﾝ
ﾀｰ、産学連携・知財活用推進ｾﾝﾀｰ等の研究関連施設との連携により、研究の発展
や実臨床への実装を促進することが期待できる。
・さらに創薬ｱｲﾃﾞｨｱを集約し、分子標的の同定、化合物ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞへの展開、動物
ﾓﾃﾞﾙを中心とした高次評価系の情報提供、助言等を行い医学研究を推進すること
を目的として設置された「浜松医科大学創薬基盤ｼｽﾃﾑ」を活用し、遺伝子治療薬
や免疫療法などの独創的な新規がん治療開発を目指す。
・参画大学間のﾈｯﾄﾜｰｸを活用して研究情報の共有及び集約、若手研究者の研究室
間の相互交流によって有機的な連携体制が期待できる。

・講義はﾎﾟｽﾄｺﾛﾅの状況に合わせて対面とｵﾝﾗｲﾝのﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞで実施する。
・本事業の担当教員ならびに本事業で雇用する特任教員、学外招聘教員によるｵﾑ
ﾆﾊﾞｽ講義を行う。

本ｺｰｽで学んだ光学,ﾅﾉｽｰﾂ,ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ技術などの先端的な研究技術を基盤に、大学
やがん専門施設・研究所などで、独創的な新しいがん治療法の開発研究を行う研
究者として、新規がん治療開発を行う。

・本学の特色である光学、ﾅﾉｽｰﾂ、ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ技術などの先端的な研究技術を基盤
として、独創的な新しいがん治療法の開発研究を行う人材。

教育プログラム・コースの概要

浜松医科大学大学院医学系研究科医学専攻

新規がん治療開発コース（大学院正規課程）

医師、歯科医師、薬剤師

医学専攻博士課程 4年


